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（松宮 ） 洋 酒 の 官能 審 査 に よ る 品質の 管理 （517 ）

ル が 多 くな つ て 来 る とつ い 色 を 見逃 す事 もあ る．香 ，

味 ， 色照 り， 流動性等をど うい う風 に し て どの 順序 で

どの 容器を使 つ て とい う風 に は つ き り作業標準 を快 め

て 審査 に 手抜か りの な い 様 に して 置 か ね ば な りま せ

ん．

　宮能審査 も品質管理 の 上 か ら云つ て勿論重要 で あ る

し ， 最終決定 は こ れ に よ る こ とは 多 い の で す が 正 し い

製造方法 ， 作業標準を制定 して 品質 の ム ラ を無くす事

が 先づ 必 要 で 洋酒 の 場 合 も他 の 酒 同様 ，手 蘆 し とい う

こ とは殆 ど出来ない もの で す．ジ ン
， ウ オ ツ カ の様 に

原料 ア コ ル ール の 品質が絶対的な品質を左右す る場合

に は 不 良 の ア ル コ ール を与へ られ る と どん な に もが い

て も良い 製品は 出来 ま せ ん，

　ボ ツ ブ 成分 の 化学 （M ）

　 HowARD ，
　G．A ．＆ sLATER ，

　G ，A ．：J．　 Inst．　Brew ．

6S，237　（1957）

　 ビール 中の 抗細菌性苦味物質 で あ り， 又 フ ム ロ ン
，

コ フ ム 卩 ン 及 び ア ド フ ム ロ ン よ り夫 々 導 か れ る 物質は

夫 々 イ ソ フ ム ・ ン A
， イ ソ コ フ ム ロ ン A

，
イ ソ ア ド ブ

ム ロ ン A と呼 ばれ るが イ ソ フ ム ロ ン A は フ ム ロ ン を ア

ル カ y 熱 水溶 液 夊 は K 一ブ トキ サ イ ド処tWiCよ つ て 得

られ る ．フ ム ロ ン の ラ セ ミ化現 象 と酸 に 対 す る 挙 動 を

観 察 した．（東 ）

　ホ ツ プの 分析方法 に 閼す る研究 （m α 酸 と他 の 樹

脂 成 分 の 最 近 の 分析法

　 BISHOP
，
　LR ．；J．　Inst．　Brew ．63，

316 （1957）

　従来の 方法 と同程度 正 確 で あ り古 い ホ ッ プ に 就 い て

も良 好 な 結 果 を得 し か も非常 に 迅 速 に 行 うこ との で き

る方 法 を提出 し， そ れ を用 い て 300 種 の ホ ッ プ の 分析

結果 を 示す．　 （東 ）

　 ホ ツ プ 樹脂物 質の 抗 菌性 ．

　HouGH
，
　J．s．＆ HowARD

，
　G ．A ．：J．　 Inst．　Brew ．

63，
331　（1957）

　 フ ム ロ ン ，コ フ ム 卩 ン ，ア ドブ ム ロ ン 及 び そ れ らの 誘

導体に つ い て 乳 酸 菌 ， 醋 酸 菌 に 対 す る殺 菌 力 を 測 定 し

た．a 一酸 は グ ラ ム 陽性 乳 酸 菌 に 対 し て 相当の 殺菌力 を

示 した が グ ラ ム 陰 性 の 醋 酸 菌 に 対 し て は 大 し た 効 果 は

な か つ た．　 （東）

　成熟期及び 貯蔽中の ホ ッ プ 成分

　HowARD
，
　GA ．＆ TATcHEErL，

　 A．R ．：J．　 Inst・

Brew ．63，333　（1957）

　 α
一
及 び β

一
酸 の コ フ ム ロ ン 成分 は 果の 大 き さ と全樹脂

分 の 増 加 と共 に 増 え成熟 す る と種 に よつ て
一定 の 値 に

到 達 す る．貯 蔵 中 は 全 樹 脂 分 は減 少す る が α 及 び β成 分

は 変化 し な い ．　 （東）

　樫桶内に 於 け る ビール の 異僧細茜汚染

　FINDLAY ，　W ．P．K ．：J．　Inst．　 Brew．63，337 （1957）

　 ビ ール IC甘味臭 を与 え る ペ ル シ ヤ樫 は 8卿   sub −

piteatum　の 汚染が 見受 け られ る．　 普通の 蒸気殺菌は

こ の カ ビ を 殺 す が 再 汚 染す る 恐 れ が 十 分 あ る と 云 う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東）

　 大 麦及 び 麦芽 中 の 窒 SEnt分 の 定量

　HERoN
，
　J．R ．：J．　Inst．　Brew ．63， 339 （1957）

　 大麦 の 荒 い 粒子 は高 い 窒 紊成 分 を含ん で い る．麦芽

で は そ の 逆 の こ とが 云 え る．従 つ て 秤 量 の 際 粒 子 の 分

別 は避 け ね ば な ら ない ．　 （東）

　 19S6年 産 大匿 の Dormancγ に つ い て

　 cALDwELL ，　F ．：J．　Inst．　Brew ．63，340　（1957）

　 大麦を50％硫酸 に て 処理 し 3 日 間湿気中 5℃ lc保つ

事 に よ つ て Dormancy 　を 除去す る 事 に 成功 し た．50

％硫 酸処 理 に よ つ て 殼粒 が 死 ぬ と 云 う こ とは な い し
，

機械磨砕せ る試 料 で も発 芽 を減少 し得 た ．（東）
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